
  

創立年紀などなく、寛徳元年（1044）

の石碑などが残る。

貞治6年（1367）9月、山口城主山口高

治が足利氏との戦いに破れ、城を落

とされ、この瑞岩寺で自害し、その霊

碑などが残されている。毎年10月に

行われる「岩崎簓(ささら)獅子舞」は

大坂冬の陣に参戦した地頭の宇

佐美氏が京都から伝えて、400年の

歴史を持つ。

通称 天王様

狭山丘陵の北陵最東端の峯にあり、

伝えでは、天保年間（1830－43）に清

水家の当主がこの地に住み、この社

を興し、流行病などを防ぐ社として信

仰されてきた。

スサノオノミコトの娘で、航海安全・
技芸の神市杵島姫尊を祀る。岩﨑
地区の惣社鎮守として上組に水神社、
中組に氷川社、下組に氷川社が
あったが、明治39年（1906）の神社
合祀令により中氷川神社に合祀され、
のちに現在の地に移された。瑞岩
寺の「岩崎簓獅子舞」 はこの弁財
天に詣でて始まる。

伝えでは、霊亀2年（716）に朝鮮から
渡来した王辰爾一族が旧勝楽寺村
（狭山湖湖底に沈んだ村）に寺を建立し
たことに始まるという。のち、弘法大師が
薬師如来･蔵王権現を刻み、再興、鎌倉
源氏の祈願所としても繁栄したが、文永3
年（1266）に北条氏の勢によって焼失さ
せられたという。本尊十一面観音、阿弥
陀堂、薬師堂などが残されていたが、
昭和6年（1931）に現在地に移転した。今
は戦争に供出献納して存しないが、延久
3年（1071）の銘がある古い梵鐘があった
という。

山口城主山口高治の子高忠が城

の規模を拡張し、ここに庭園を

造ったので、美薗上と称した。

また、城の鬼門を守護するために

スサノオノミコトを祭る八雲神社を

建てたという。

時を経て荒廃していたのを惣代名主

の小峰氏が再興したという。

伝えでは文治元年（1185）建立という。

のちに奥州藤原秀衡の守り本尊三尊

阿弥陀如来が源頼朝の求めで鎌倉

に送られたが、府中で動かなくなり、

引き返すことになる。そこを今は車返

という。

さらにこの地まできたところ、再び

動かずこの地に留まるとの仏の声

に､草庵を結び安置したという。建長8

年（1256）の古い板碑がある。

伝えでは､弘安5年（1282）に時の執権北条

時宗による創立で、鎌倉建長寺の末寺。

また元和8年（1622）に中興の関山禅師

により臨済宗妙心寺派となった。本堂は

京都龍安寺の塔頭の方丈を延宝5年

（1677）に移築したもの、関東寺院に例を

見ない古様の建築様式。山門は元禄9年

（1696）の建築で､所沢市内寺院最古の

山門で、平林寺、多福寺など同様に楼門

作りという。

１ 富士山が見える１ ２ 富士山が見える２ ３ 富士山が見える３ ４ 富士山が見える４ ５ 岩崎弁財天 桜

１０ 緑道より俯瞰する
風景

７ 狭山自然公園 桜 ８ 菩提樹池 ９ トトロの森 １号地６ みつ子桜
（中峯一本桜）

１２ 狭山湖の堰堤
全体が見える

１３ 東京スカイツリー
がみえる

１ 膳棚遺跡説明板
山口(山口団地）

２ 子育て地蔵
山口(堀之内）

３ 来迎寺 板碑
山口（堀之内）

４ 桜渕地蔵堂
山口(町谷）

６ 山口城跡
山口(南打越）

９ 大鐘公民館
上山口（大鐘）

８ 西武ドーム
上山口

４ 峯八雲神社
山口(岩崎）

６ 美薗上八雲神社
山口(堀之内）

７ 来迎寺
山口(堀之内）

９ 海蔵寺
山口(町谷）

１０ 峯薬師
山口（椿峰）

１１ 稲荷大明神
山口（南打越）

１２ 中氷川神社
山口（氷川）

１３ 翁樹神社
山口（菩提樹）

１４ 密厳院
山口（菩提樹）

１５ 証智庵（正智庵）
上山口（川辺）

１６ 千門（ちとう）
大明神
上山口（川辺）

１７ 熊野神社
上山口(新堀）

１８ 六齋堂
上山口（大鐘）

延喜5年（905）、醍醐天皇の勅命で編纂され

た古代の「延喜式」に載る古社という。さいた

ま市の氷川神社と奥多摩の奥多摩神社の中

央にあるので、中氷川神社と称したともいう。

山口氏も尊崇し、山口家継が社殿を造営、

その後戦火で焼失し、元禄2年（1689）本殿が造

営された。

日本武尊が東征の際に勧請したともいう。

創立・由緒不明

創立・由緒不明草創は分からない。昔、村人は石像を

安置し、また一閑道人が来村し、寄

付を集め、十二神将を補修し、又十

王像を刻み、梵鐘を作ったという。

時に元禄7年（1694）という。その後

堂宇も荒廃し、薬師如来も行方不

明。今は見る影もない。

狭山丘陵の一支脈で､昔鎌倉街道が
通過していた。元弘3年（1333）に新田
義貞が鎌倉攻めにここに布陣した。そ
の時、義貞が箸の代わりに使った椿
の枝を地に刺したところ、根つき生育
し、また逆さに刺したのは葉が逆さに
出て、「逆椿」ともいって育ち、大樹と
なってその2株がこの丘陵の目印と
なっていたという。

平安時代末から鎌倉･室町時代にこの
一帯を本拠とした武蔵武士山口氏に
よって築かれた館跡である。東西400
メートル、南北200メートルと推定され、
石垣はなく、土塁と堀によって囲まれて
いた。多くの柱跡や焼け土、井戸の跡、
木製椀などが発掘された。いざ戦とな
ると、今の貯水池内の根古屋城に入る
構えだったと考えられている。

埼玉西武ライオンズの本拠地

西武鉄道の所有だがメットライフ生

命が施設命名権を買いメットライフ

ドームと呼ばれている。

狭山スキー場も併設されている。

旧山口小学校 校舎玄関の建屋一部
や校舎の梁などの材木を利用して建
築されました。地域住民の集会所とし
て利用されている。また、玄関の飾り
は旧勝楽寺村の明治34年（1901）設立
された西狭山尋常小学校から移設さ
れたものである。

山口貯水池（狭山湖）の吐水口であり、こ
こが総延長約27ｋｍの柳瀬川の始まりで
ある。志木市で新河岸川に合流する。一
時は生活用水が流入し、水質が汚濁され
ていたが流域住民の努力により水質が
改善している。

山口貯水池（狭山湖）を建設すると
き上山口駅（現在は廃止）から運ば
れた工事資材の運搬用としてイン
クライン（レールを敷き、資材を台
車に載せロープで
引っ張り上げる）

が敷設された。

山口貯水池（狭山湖）は昭和9年（1934）に
東京市水道局により建設・完成したアース
式ダム（アースダムは主に土を用い、台
形状に形成して建設するダム）である。堤
高３５ｍ（国内8位）総貯水容量20、649千
㎥（国内3位）のダムで東京都の水源と
なっている。風光明媚であり、「ダム湖百
選」に選ばれ、埼玉県の「自然百選」にも
選ばれている。

東日本に広く伝えられる伝説上の
大巨人である。富士山や伊豆七島を
作ったと言われ、多摩湖周辺にもその
話は多い。本公園の他に、武蔵村山市
の丸山の井戸が足跡とか、湖底に
沈んだ内堀にも「デンドロの井戸」があっ
たという。

山口城主山口高治が足利氏との戦いに敗

れ、落城、自刃した、その高治と殉死した

家臣の菩提をを弔って、文明年間（1469～

86）に、高治の孫岩岡民部一乗が、建立し

たという。

今から200年程前、町谷にかね善という紺屋
があり、その息子の嫁りんは「今小町」とい
われた。男児をなしたが、その子が夜中に泣
くので、りんの妹くらは夜中じゅうあやし
ていたが、赤子をなくしてしまい、気が
狂ってしまう。その後この辺で赤子の泣き
声と桜の老木の洞の中から子守歌が聞こ
えるという評判がたち、やがて、
かね善には不幸が重なり、主人は寺男と
なって菩提を弔ったという。

舟形の石地蔵で、寛文11年（1671）6月

24日と銘文されている。お産で死んだ

乞食の菩提を弔って清水家の祖先が

地蔵堂を建てたのだという。毎年7月

24日の前後の土曜日に地蔵祭りが行

われていたという。

この板碑は、所沢市指定文化財で所沢市

では最古の碑である。この碑は、高さ155

センチ・幅50センチ・厚さ8センチで、建長8

年（1256）2月23日に武蔵七党丹党の

加治左衛門尉丹治泰家が建てたもので

ある。碑には梵字「キリク」（弥陀）のほか

観無量寿経の一節、「光明遍照 十方世界

念仏衆生 摂取不捨」の文字が刻まれて

いる。

風が強く、晴れた冬の日に、狭

山湖堰堤よりきれいに見える。

江戸時代にこの周辺から見た風景で

ある。 山口岡

約3万平方メートルの自然林に50種、

約45万株のゆりが咲き誇る。

カラフルな色と優雅な香りに満ちあ

ふれた空間を作っている。

山口まちづくりセンター北側から

続く緑道で上山口中学校の北側

の森のなかを歩いていくと堀口天

満天神社へ曲がるあたりで東側

に視界が開けてきて、のどかな風

景が広がっている。

膳棚遺跡説明板の近くで、西所沢

方向から歩き、茶畑のそばから

椿峰方向を見ると富士山がよく見

える。特に冬の冠雪した富士山が

きれいである。

冬の朝、特に風が強く晴れた朝、

狭山湖堰堤から美しい富士山が見

える。

椿峰コミュニティ別館前の通りを
山口小学校方面に歩くと坂の手前
できれいな富士山が見える。

かつて茶畑に生えた桜を、その畑

の所有者が手塩に掛けて育てたも

ので、今は大樹となった。

その方の名前に由来するという。見

事な桜の大樹となっている。

狭山湖堤防下の狭山自然公園に
は、ソメイヨシノを初め多数の桜が
植えられていて、多摩湖と合わせ
ると約2万本になったというが、
すでに老木となった。今は若木に
植え替えられて、近い将来桜の名
所としてまた賑わうであろう。

循環型の暮らしをしながら、狭山丘陵
の谷地で米作りをするために、溜池
を作って、田圃に流し込んで昭和中頃
まで米作を維持していた。
平成20年から埼玉県、所沢市、地元
団体などが力を合わせて未来に伝え
ていく活動をしている。

狭山丘陵の豊かな自然環境を守ろうとの
活動で、買取りは平成3年（1991）8月で
成功し、トトロの森1号地として保持されて
いる。平成30年（2018）3月までに48ヶ所の
トトロの森が誕生している。

多くは雑木林で、循環型の暮らしのあり方

を示す風景である。

伝えでは、奈良大仏の造営に力を尽くした

行基がこの地に来て刻んだ本尊などに始

まり、のちに弘法大師が浄き水を導いたり

し、里人の病を癒やしたという。元弘3年

（1333）に新田義貞が鎌倉幕府、北条氏を

倒幕の為ここに至り、戦勝を誓った桜も植

え継げられている。

伝えでは、文保年間（1317－18）に

証智禅師が草創、本尊は十一面観

世音、狭山第4番霊場

伝えでは、平将門の乱（平安時代、
承平・天慶年間（931～947）で起
こった）での落ち武者がここまで逃
げ延びて、生々しい血刀を提げて立
ち往生していたのを里人が手厚く葬
り、その血刀と鎧を埋め、その上に
祠を建てたものだという。

創立、由緒不明

境内には嘉永7年（1854）に勘請さ

れた常陸国蚕影山大権現の石碑

があり江戸時代末期にはこの地で

養蚕が盛んであったことがうかがえ

る。

創立は不明、文化2年（1805）の『狭山

三十三観世音巡礼記』に当時六観音

が祀られている。毎月6日に潔斎謹慎

した宗教行事をおこなったことによる命

名らしい。後に無住となり、金乗院の所

属となっている。

天台宗別格本山となっているが、西武
グループが昭和50年（1975）当時、プ
リンスホテルを開発するに際して、芝
増上寺をはじめ各地の文化財を集め
てこの地に寺を創建したことに始まる。
勅願門、御成門、丁字門等の文化財
がある。

俗にいう荒神様を祀る。かまどじん

じゃとも呼ばれる。創立年代など不

明。現在の大鐘公民館の位置に拝

殿があったという。度々の柳瀬川の

水害により、堤防寄りの谷戸にあっ

たが、昭和4年（1929）に今の位置

に定まった。

星見小太郎入道が結んだ庵室で、そ

のころ阿弥陀の像を安置していたが、

のちに失せた。その地に文禄年間

（1592-96）、地頭久松氏が安楽寺を移

し、菩提寺とした。それで星見山と号し、

星見山無量寿寺、今の清照寺となる。

天正年間（1573-92）末年、地頭で

あった久松氏が寄進して､堀口村の

鎮守とした。天明年間（1781－88）

に清照寺境内に移し、昭和5年

（1930）の貯水池建設に伴い、さら

に現在の地に移転した。

１ 冰川之御社
山口(岩崎）

２ 瑞岩寺
山口(岩崎）

３ 岩﨑弁財天
山口(岩崎）

１２ 山口貯水池説明板
勝楽寺

８ 勝光寺
山口(堀之内）

２１ 竈神社（こうじんしゃ）
上山口（大鐘）

元和8年（1622）に住職円清が入寂

したとの過去帳があるという。境内

にある阿弥堂の本尊は三尊阿弥陀

如来で、空海の作という。その時に

植えた菩提樹から菩提樹村といった。

空海がこの地に来て密厳院にまつら

れている三尊阿弥陀如来を作った

時、植えた菩提樹からこの地を菩

提樹村といい、その樹の子孫が翁樹

神社に大木となって現存している。

狭山湖運動場から見た

狭山湖堰堤

六ツ家川を見下ろす南向き台地にあり、

昭和42年（1967）に山口団地建設に伴

い、大規模発掘調査がなされた。縄文

時代中期の集落跡で、竪穴式住居が50

軒以上が代替わりしながら長期間この地

に定住していた。

土器や石器も数多く出土し、貴重な遺跡

である。

１１ インクライン跡
上山口

１０ 柳瀬川源流
上山口

１３ だいだら法師
(東大和市）

１１ ところざわゆり園
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５ 佛蔵院
山口（岩崎）

１９ 堀口天満天神社
（天満天神社）
上山口(堀口）

２３ 金乗院（山口観音）
上山口（山内）

２０ 清照寺
上山口(堀口）

７ 山口民俗資料館
山口(町谷）

２２ 狭山不動尊
上山口（山内）

５ 椿峰由来記
山口(椿峰）

山口地区ウォーキングルール

其之壱 交通ルールを守ってウォーキングしましょう。
其之弐 ウォーキング中は、車・バイク・自転車には十分気を付けましょう。
其之参 体調がすぐれない時はウォーキングを中止しましょう。
其之四 住宅街でのウォーキングは静かにしましょう。
其之伍 ゴミは持ち帰りましょう。
其之六 歩きたばこやポイ捨てはやめましょう。
其之七 枝折や草花の摘み取りはやめましょう。
其之八 建造物への落書きは厳禁です。

その昔、奥州の藤原秀衡は運慶作の弥陀三尊を、
大層敬い拝んでおりました。
ある時、この弥陀三尊のご利益を聞き付けた時の
将軍源頼朝から何としても手に入れたいと言われてし
まい、仕方がなく贈ることとなりました。
弥陀三尊を車に載せ、数十人の従者に護らせて、
いざ鎌倉へ向け出発いたしました。
ところが、武蔵国府中（現在の府中市）の近くまで
来たところで、突然車が重くなり、全く動かなくなって
しまいました。
仕方がないので引き返そうと車の向きを変えた途端、
あら不思議、車は何事もなかったかのように軽々と
動き始めました。
丁度その頃、山口堀之内村に小さなお堂があり、
そこに旅僧がおりました。
ある晩、旅僧の夢に弥陀三尊が現れ、
「自分は今、府中車返村におるが、お前の
いるそのお堂に住もうと思っておる。すぐに迎えに来
い。」と言って飛び去っていきました。
翌朝、旅僧は急いで府中に行き、秀衡の従者に
夢の話をし、何とか弥陀三尊を譲り受けると
堀之内村のお堂に運び入れ、日夜お経をあげ敬
いました。
それ以来、このお堂は来迎寺と呼ばれるようになり
ました。
この弥陀三尊は「車返しの弥陀」と呼ばれ、
非常に霊験あらたかで、参拝に来る人が
後を絶たなかったということです。

山口に伝わる昔話
来迎寺の阿弥陀様

～車返しの弥陀～

所沢市山口地区は美しい自然と

古い歴史のあるまちです。この山口

を地域の方にもっと知っていただき、

かつ健康増進のため歩いていただこう

という目的でこのマップを作成しました。

場所の選定についてはまちづくりセンターに来場された

方に推薦いただきました。

このマップは名所マップとしてスマートフォーンで上のQR

コードから見る事ができます。

また山口まちづくり推進協議会のホームページ

http://www.suisin.org/

からも見ることができます。

是非ご活用ください。

山口名所マップ

山口まちづくり推進協議会

水が乏しく、畑作が主である所沢には珍しく、
丘陵からの湧き水を利用した水田がこの山
口には沢山あった。その当時の生活を偲ぶ
民俗資料を集めて、20年になる。また、江戸
時代後半から大正時代前まで副業として、
機織りが行われ、｢所沢飛白｣というブランド
として知られる。それを現在復活して実演し
ている。当館の開館日は、山口まちづくりセ
ンター（2924-1224）まで問い合わせ下さい。

弁天様の周りには池があり、池を

囲むように桜が張り出している。

季節には、桜が池に写りこみ風情

がある。

『江戸名所図会』より
石
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３月 ４月 ５月

桜の見所

岩崎弁財天・峯八雲神社側

みつこ桜・狭山自然公園

○密厳院

花祭り
（昔の子どもの楽しみ）

○中氷川神社 春例大祭

山 口 の 四 季

６月 ７月 ８月

森林浴スポット

椿峰由来記～千門大明神

堀口天満天神社周辺

トトロの森１号地

みつこ桜～菩提樹池

夏祭り＆盆踊り

瑞岩寺・峯八雲神社

美薗上八雲神社・中氷川神社

千門大明神・堀口天満天神社

大鐘公民館 他多数

○西武球場前駅周辺

ところざわゆり園

（５０種約４５万株のゆり）

９月 １０月 １１月

みのりの秋

○菩提樹田んぼ（菩提樹田んぼの会）

稲刈り

（誰でも会員になれます。）

○中氷川神社 秋大祭

○瑞岩寺 岩崎簓獅子舞

（伝承４００余年）

○山口まちづくりセンター

山口地区文化祭

（舞台発表・参加型イベント・模

擬店多数）

○柳瀬川秋の大規模清掃

（参加者１５０人以上）

○ふれあいスポーツ大会

１２月 １月 ２月

冬景色の見所

狭山湖周辺

○中氷川神社

子ども焼いも大会

（焼いも作り、ゲーム、歌）

○西武球場前駅周辺

所沢シティマラソン大会

山口地区に言い伝えられる地名のいわれ

山 口 「山の口」の意
岩 崎 狭山丘陵の端「岬」の意
菩提樹 「菩提樹の大木」の意
堀之内 「山口城の外堀の内側」の意
打 越 「小手指方面から狭山丘陵を越えて行く場

所」の意
氷 川 「中氷川神社所在地」の意
町 谷 「山口城下の町屋」の意
川 辺 「柳瀬川に沿って家屋が並ぶ」の意
堀 口 「狭山湖ができる前、二流れが１本に合流し

柳瀬川になる場所」の意
大 鐘 「塚から大きな鐘が出た」の意
山 内 「山口観音があること」の意
新 堀 「太田道灌の家臣新堀玄蕃が住んで

いた」の意
勝楽寺について

「柳瀬のかわうそ」と「勝楽寺」

＜柳瀬のかわうそ＞

古文書、山口詣（やまぐちもうで）とは、嘉永2年（1849）江戸末期、

作者不詳ペンネーム「柳瀬のかわうそ」により書き残された見聞録です。

江戸の頃、都からほど近い「山口の里」は春ともなれば花が咲き乱れ、神社仏閣

が点在する名所であったようです。古文書には今も残る山口の地名や見所がたく

さん出てきます。椿峰、峯薬師から見た山口の情景「のどかさや 万戸の煙 空に

飛ぶ」や「道問えば あちら向きたる 茶摘みかな」など、竹づつに好みの飲み物を

ととのえ山口周辺を江戸末期に歩いた作者「柳瀬のかわうそ」はどんな人だったの

でしょう。

＜湖底のふるさと＞

1300年の歴史を秘めた勝楽寺は狭山丘陵の自然と調和し静かに迎えてくれます。
勝楽寺の草創は、霊亀2年（716）現在は狭山湖（山口貯水池）の湖底に沈んだ
勝楽寺村に朝鮮半島から渡来した王辰爾（おうしんに）一族の人々により阿弥陀
如来・歓喜天をまつり勝楽寺聖天院を建立した時に始まり、天喜・治暦（1053～
1069）の世には武蔵野一の霊場となり治承・寿永（1177～1183）の時代には鎌
倉将軍の祈願所となり七社神社別当にあたり十二院十二坊を数え、寺社ともに
繁栄しました。

しかし文永3年（1266）鎌倉騒動がおこり戦乱の世がつづき、たび重なる悲運にみま

われましたが、江戸時代文政2年（1819）には再建されました。当時の伽藍は裏山

に七社神社、境内に阿弥陀堂・薬師堂・地蔵堂、そして大坊の池に日限地蔵・

歓喜天・弁財天がまつられ往古のなごりをとどめていましたが、明治維新により寺社

は分離され七社神社は山口中氷川神社に合祀されました。そして大正・昭和の時

代に至っては東京の水源地・山口貯水池（狭山湖）築造のために、寺院は昭和

4年（1929）に勝楽寺村を離れ現在地、山口1119番地に伽藍を移築し佛蔵院と

して今日に至ります。

下山口駅

西武球場前駅

小手指駅

遊園地西駅

所沢駅

新宿線

池袋線

狭山線

山口線

路線図
西所沢駅

西武園遊園地

荒幡富士

埼玉県狭山丘陵いきもの

ふれあいセンター

村山下貯水池

(多摩湖）

山
口
貯
水
池
（
狭
山
湖
）

ルート図

ルート図

ルート図

ルート図

©OpenStreetMap contributors.

ところざわ

山口ほほえみウォーキングマップ
凡例

トイレ 交番コミュニティ
センター

図書館


